
   

 

 

       NPO法人全国森林インストラクター神奈川会理事長    角田昌司 

 
明けましておめでとうございます。 

 昨年年頭、今年こそはコロナも終息に向かい、景気も回復方向へ向かうのではと少

し期待していました。しかし、パンデミックという人類の危機的状況下であったにも

かかわらず、ロシアのウクライナ侵攻という、あってはならない事態が勃発してしま

いました。双方とも未だに先が見えない状況は残念なことです。加えて地球温暖化の

影響も相変わらずじわじわと進んでいます。地球環境は様々な面で暗いことばかりで

よい一年とは言えませんでした。 

 そんな時だからこそ気持ちを切り替えましょう。個人でできることは小さいですが、

明るい未来のために 2023年は気持ちだけでも明るく過ごしたいものです。 

一昨年はコロナ禍により停滞気味だった本会の活動も昨年は、ほぼ順調だったと思います。引き続き今年も健
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草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 

 

青木神社(横浜市栄区笠間)からの富士山 （撮影：神田醇一） 

   （撮影：福田 渉） 

 

） 
新年ご挨拶 

http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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康第一、そしてご自分の生活も大切にしつつ、積極的に会の活動に参加することで皆さんと一緒に神奈川会の活

動を盛り上げていきましょう。 

 

 

合格おめでとうございます 

令和4年度森林インストラクター資格試験の合格者が発表されました。 

神奈川県在住の合格者は、13名です。 

以下に当会の新規合格者歓迎会のご案内を掲載します。 

 

 

JFIK会員の皆様 

R4新規合格者歓迎会幹事（鳥越、加納、藏田、寺元） 

この度、令和 4 年度の森林インストラクター資格試験合格者が発表され、神奈川県では 13 名の方が合格されま

した。合格者の皆様には森林インストラクターの活動や JFIKとしての活動を知ってもらい、是非とも入会してい

ていただきたく、今年も歓迎会を計画しております。 

今年は次の通り開催いたしますので、1月 13日(金)までに shinkan23@jfik.orgへ申し込みください。 

よろしくお願い致します。 

 

1.日時:令和 5年 1月 21日(土) 10:00〜15:00 

2.実施場所:泉の森(大和市上草柳 1728)  

3.実施スケジュール 

⑴オリエンテーション  

時間:10:00〜12:00(9:30受付開始) 

会場:泉の森「しらかしのいえ」1F多目的ルーム 

⑵自然観察会      

時間:13:00〜15:00 

場所:泉の森園内 

 

●自然観察会受付 12:50〜 泉の森園内「こならの広場」にて 

（場所は下記 URLをご参照ください） 

https://www.yamato-zaidan.or.jp/wp-content/uploads/2017/05/7c3274ee48fffb3bf2a74bcfaaa63e8d.pdf 

https://www.yamato-zaidan.or.jp/wp-content/uploads/2017/05/4bf6f8bbd17c23924a81b0b7fe941ee8.pdf 

※午前中のオリエンテーションは R4新規合格者及び関係者のみで行わせて頂きます。 

※大雨等悪天候の場合はオリエンテーションのみ行い、自然観察会は中止いたします。 

※自然観察会中止の場合はメールにてお知らせいたします。 

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、懇親会は開催いたしません。 

4.服装・持ち物 

マスク、名札、雨具、お持ちの方は双眼鏡、ルーペ、図鑑など 

昼食（オリエンテーション・自然観察会ともに参加の方） 

保険加入費 100円（自然観察会に参加の方） 

 

 
Topics 

mailto:shinkan22@jfik.org
https://www.yamato-zaidan.or.jp/wp-content/uploads/2017/05/7c3274ee48fffb3bf2a74bcfaaa63e8d.pdf
https://www.yamato-zaidan.or.jp/wp-content/uploads/2017/05/4bf6f8bbd17c23924a81b0b7fe941ee8.pdf
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5.参加の方へのお願い 

⑴オリエンテーション 

多目的ルームにおいての新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オリエンテーションへの参加は「R４新

規合格者、発表いただく理事の皆様、R３幹事」のみに限らせていただきます。 

他の方は参加できませんので、ご理解いただきますようお願い致します。 

⑵自然観察会 

参加に制限は設けません。R4新規合格者との初めての交流の場にぜひお集まりいただけると幸いです。 

6.参加申し込み 

R4新規合格者歓迎会幹事会 shinkan23@jfik.orgに 1月 13日(金)までにメールにてお申し込みください。 

お申し込みにあたっては次の事項をご記入下さい。 

・参加申し込み: 

a.自然観察会にのみ参加します。（全ての会員の方） 

b.オリエンテーションにのみ参加します。（関係者） 

c.オリエンテーション、自然観察会の両方に参加します。（関係者） 

※a.b.cいずれかでご回答ください。 

・氏名: 

・入会年度: 

・年齢: ※自然観察会参加希望の方は保険加入に必要なためご記入ください。 

・携帯電話: 

・その他: 

 

※参加希望の「b.オリエンテーションのみに参加」・「c.両方に参加」の回答はオリエンテーション発表予定の

方々が対象です。それ以外の会員の皆様は「a.自然観察会のみに参加」でご回答ください。 

 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■湘南の森 

定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：1月 13日（金）、28日（土） ナラ枯危険木(胸高直径 50㎝、樹高 25m)その他枯損木を伐採予定。 

情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/                                 (和田記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 1月、2月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：1月 7日（土）、15日（日）、16日（月）、23 日（月） 

    2月 4日（土）、12日（日）、20日（月）、27 日（月） 

作業時間：10:00～15:00                                  （福田記) 

 

 

活動予定 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/
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★■フォレスト21「さがみの森」 

定例作業予定は、1月14日（土）、22日（日）です。参加希望の方は、以下のURL 

https://moridukuri.jp/about/field.html#sagaminomori 

「活動参加お申し込みフォーム」をクリックして手続きください。                   (和田記) 

 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「『南はだの村』七福神と湧水群を巡る」 

今回は鈴置が企画しています。 

日 時：1 月 25 日（水）、28 日（土） 

集 合：小田急線「秦野駅」改札口外（改札は一ヶ所） 10:00 

募集定員：各回 50 名 

コースの概要：小田急秦野駅→太岳院/今泉名水桜公園→まいまいの泉→浄圓寺→出雲大社相模分祠→ 

兵庫の泉→白笹稲荷神社（昼食）→向原湧水公園→小田急線「秦野駅」（14：30頃解散）      

＊歩行距離 約 6㎞（平坦な道） 

 

秦野市の大竹、尾尻、平沢、今泉はかつての『南はだの村』であり七福神参りが盛んでした。また、この土地は

秦野扇状地の扇端部に位置しており伏流水が湧水となって湧き出しています。 

新年を迎え今回は七福神に一年の幸せを願い、あわせて清らかな湧水の辺に咲く早春の草花を探します。尚コー

ス取りの関係上、震生湖の弁財天と西光寺の毘沙門天を除く福禄寿（太岳院）、布袋尊（浄圓寺）、大国様（出雲

大社分祠）、恵比寿（御岳神社）、寿老人（白笹稲荷）の五福神巡りとなります。 

 

申し込み：実施日の 5日前までに、参加申し込みフォーム、fax等で申し込んでください。 

     申し込み状況によっては受付締め切り期日前に受付を終了する場合がありますので、ご了承下さい。 

その他：申し込み・企画の詳細は JFIK ホームページに掲載しておりますのでご覧下さい。 

 

新型コロナウイルス感染防止対策：新型コロナワクチン 5回接種済みの方も含め、参加される方は必ずマスク着

用をお願いいたします。その他、感染予防にご協力下さい。新型コロナ感染防止対策について、JFIK ホームペー

ジに掲載しておりますのでご覧下さい。 

 

JFIK 会員によるサポートスタッフの募集を行っています。ご協力いただける方は、鈴置まで、ご連絡ください。 

（大橋記） 

 

■四季の森公園「自然を訪ねて～春を待つ生き物たち～」 

以下にて実施します。お気軽にご参集ください。 

 

すべてが活動を止めてしまっているような森の中ですが、よく見れば、生き物たちは、春に向けて様々な準備を

進めています。そんな生き物たちの巧みな工夫を探りに行きませんか。 

事前下見：1月 11日(水) 10:00～12:00 

当日下見：1月 15日(日) 10:00～12:00 

本 番 ：1月 15日(日) 13:00～15:00（集合は 12:45） 

場 所 ：四季の森公園 

集 合 ：下見・本番とも北口管理事務所前 

リーダー：坂間 サブリーダー：嶺、佐野（仁） 

 

観察会は、予約制で開催されます。JFIK 会員もリーダー、サブリーダー以外で本番に参加する際は、公園への申

し込みが必要です。開催１週間前より電話（045-931-7910）または公園事務所窓口で申し込んで下さい（メール

は不可）。下見に参加される場合、資料を事前に送らせて頂きますので、リーダーにご一報頂けると幸いです。 

                                             （坂間記） 

https://moridukuri.jp/about/field.html#sagaminomori
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■室内勉強会（オンラインで実施） 

2月の室内勉強会は以下の内容で開催いたします。 

日 時：2月 10日（金） 19:30～21:00 

講 師：足立正一（R2年） 

テーマ：2022/7.北東北．花の 5峰．山旅レポート 

概要： 2022/7初旬の１週間、秋田・岩手・青森県に赴き、「森吉山・秋田駒ケ岳・姫神山・八甲田山・八幡平」

の 5 峰を訪れました。ちょうど、高山植物の花が百花繚乱の時期にあたり「コバイケイソウ・チングルマ・ハク

サンチドリ・ニッコウキスゲ・コマクサ」等々美しくも可憐なその姿を目に焼きつける事が出来ました。また道

中、様々な人々との出会いもあり実り豊かな山旅となりました。２月の寒い夜かも知れませんが、ひととき、わ

たくしとご一緒に、北東北の峰々のトレッキングに出かけませんか?               （講師記） 

 

以降の予定です。 

3月 10日（金） 虫のいい話                 講師：池田倫子（20年） 

4月 14日（金） 鎌倉仏像の魅力・時代背景と特徴       講師：菅原啓之（18年） 

 

参加方法等：会員宛にメールで参加要領をお送りしますので、ご自宅の PC やスマホから、Zoom ミーティングの

URL をクリックして参加してください。 

※皆様の参加をお待ちしています。 

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 📩：ugk58629@gmail.com 📱：090-3532-0479 

              佐藤 淳 📩：sato.forest2807@gmail.com 📱：080-1081-1034 

                                        （佐藤（淳）記） 

 

■山こい倶楽部企画 第 88回「御前山と菊花山」 

1月の山こいの予定です。 

御前山と菊花山ともに、猿橋駅から大月駅間の JR中央線に沿った山で両山とも駅からそそり立って見えます。ど

ちらもこれが低山なのかと思うほどに抜群の展望が楽しめます。道志や桂川流域の山々が見渡せ、九鬼山に続く

稜線に浮かぶ富士山は美しく見惚れてしまいます。今回は冬の低山歩きと展望を満喫しましょう。 

三島神社にお参りしてから登ります。 

日 時：1月 8日（日） 

集 合：JR中央線大月駅改札口 10：10 

行 程：大月駅(10：15)→三島神社(10：20−25)→林道入り口(10：40)→登山道入り口(11：00)→厄王権現 

(11：50)→御前山(12：05−50 昼食)→菊花山分岐(13：15)→菊花山(14：15−25)→大月駅(15：15着) 

行動時間：3.9時間 合計時間：5時間  

 

持ち物：地図、コンパス、スマホ、時計、ヘッドライト、雨具、保険証、マスク、水、行動食、非常食、(ストッ

ク）、（カメラ）、筆記用具、薬品、帽子、防寒着、日本銀行券、その他冬山低山登山に必要と思われる物。 

リーダー：境 実（090−7812−9809） サブリーダー：辻 眞澄（090-2228-8335）         （境記） 

 

注意事項：  

*  発熱など、コロナウィルスに感染の疑いのある場合は参加をご遠慮ください。 

*  感染状況により中止の可能性もあります。 

*  登山中で感染の危険性が少ない場合にはマスクの着用は必要ないと思われます。 

file:///C:/Users/kajiura/Desktop/178号新年号/ugk58629@gmail.com
file:///C:/Users/kajiura/Desktop/178号新年号/sato.forest2807@gmail.com
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*  会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

*  反省会をやるかどうかは状況によって判断します。 

*  不明な点は事務局までご連絡ください。 

 

参加を希望される方は１月６日（金）までに松井(ma1950koji@yahoo.co.jp)までメールでお申し込みください。 

                                      山こい事務局 松井公治 

 

 

■森こい倶楽部第四十二回 ご案内 

謹賀新年、今年もよろしくお願いいたします。昨年は、大河ドラマ「鎌倉殿の 13人」もあり、寺社など歴史遺

産も重点的にご案内させていただきました。本年は森こい倶楽部の原点に回帰し、花と緑を中心に名木古木な

ど自然と人間活動との関りも含めてご案内してまいりますのでよろしくお願いします。 

以下、ご案内しますので、コロナ感染対策に留意され、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加

ください。 

テーマ：能見堂から氷取沢、瀬上池へ たたら国境の冬の樹林帯を歩く 

日 時：1月 8日（日） 

集 合：京急線金沢文庫駅  10:00 

リーダー：広川一久（26年） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

コロナ感染対策概要：朝の検温報告、マスク等のシールド、アルコール等消毒類の持参の徹底 

プラス Oneテーマ水:大岡川源流域と瀬上池 

申し込み：ご参加の方は、1 月 6 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いし

ます。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

 

概要・行程（広川記） 

今回は、金沢文庫から鎌倉まで続く六国峠ハイキングコースの一部分、金沢自然公園、氷取沢市民の森、瀬上市

民の森と、横浜市都心部近郊でありながら、横浜の秘境ともいえる樹林帯を歩くコースです。江戸時代、歌川広

重が描いた浮世絵「金沢八景図」の景観が一望できた能見堂跡を通り、金沢自然公園を経て、大岡川源流域の氷

取沢に入ります。かつて、たたら製鉄の砂鉄が採掘され、吾妻鏡には「火取沢」として源実朝も和歌の題材を探

しに訪れたことが記されています。冬姿の樹木に囲まれた秘境が広がります。続いて、尾根道にある「いっしん

どう広場」を経由して、鬱蒼としたスギ林の中を「瀬上市民の森」の瀬上池に下ります。深山の池のような雰囲

気が漂う瀬上池から、ホタルが生息する瀬上沢に沿ってたたら製鉄の遺構がある上郷町へ。今回は「横浜の秘境」

を満喫します。 

コース概要：京急線金沢文庫駅～六国峠ハイキングコース入口～能見堂跡～不動池🚻～金沢自然公園（昼食🚻）

～しだの谷～氷取沢市民の森（おおやと広場、氷取沢）～いっしんどう広場🚻～瀬上市民の森（池の下広場、瀬

上池）～上郷町～山手学院入口バス停～（バス）～JR大船駅 

 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。    （事務局 久野記） 

 

 

 

file:///C:/Users/kajiura/Desktop/177号12月号/masakihisano77@yahoo.co.jp
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2月の予定は以下のとおりです。 

■森こい倶楽部第四十三回 ご案内 

テーマ：「相模横山九里の土手」丘陵地帯で早春の芽生えの観察（海老名市） 

プラス Oneテーマ:春待つ植物の姿（冬芽・ロゼッタなど） 

日 時：2月 5日（日） 

集 合：相鉄本線かしわ台駅西口改札  10:00 

リーダー：小池一臣（27年） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

コロナ感染対策概要：朝の検温報告、マスク等のシールド、アルコール等消毒類の持参の徹底 

申し込み：ご参加の方は、2 月 3 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いし

ます。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

 

概要・行程 

海老名は南北に長い地形の中央に、「相模横山九里の土手」相模丘陵の西崖が縦断し、西部の平地と東部の丘陵地

帯に大きく二分されています。北から延びる相模野台地を目久尻川と相模川が削り残した丘陵地帯です。西の 

水田地帯（海老名耕地）は、温暖な気候と肥沃な土地に恵まれた穀倉地帯で、交通網の要でもあり、丘陵地帯は

年々宅地開発が進み、著しい変貌を見せています。今回は東部「相模横山九里の土手」を中心に古墳時代の遺跡・

市自然保存樹（林）緑地・寺社林・湧水せせらぎなどの自然が豊かな地域を巡ります。尾根筋からの海老名耕地

越えの大山・丹沢山塊の眺望も素晴らしいものがあります。県指定天然記念物の大欅がある、東西の大山街道（矢

倉沢往還）と、南北の街道（南の中原街道から座間星谷寺方面へ）、古東海道も近く、丘陵地の国分寺跡など、歴

史的ににぎわった旧国分宿地区も周ります。木漏れ日の雑木林で春を待つ植物の姿（冬芽・ロゼットなど）や、

スイセンなど早春の花々も見ることが出来るでしょう。県央の中心都市として発展中の海老名ですが、緑深く、

自然に抱かれた早春の海老名の奥里も一見の価値があります。 

コース概要：相鉄かしわ台駅西口🚻→亀島自然公園→護王姫の碑→上今泉秋葉台自然緑地（海老名の森）→秋葉

山古墳→常泉院→かいな坂→今泉コミセン🚻→産川せせらぎ（北部）公園🚻（昼食）→堂山緑地→緑地やすらぎ

公園(国分第三緑地)→龍峰寺→弥生神社→清水寺公園🚻→国分尼寺跡→逆川船着場跡→国分寺跡→温故館🚻→

県指定天然記念物大欅→国分寺→中央公園七重塔モニュメント→海老名駅🚻（解散） 

歩行 約 7㎞（多少アップダウンがあります）  

 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

 

以降の予定 

3月 5日（日） 曽我から国府津、天然記念物樹（叢）と梅林里地の春の草花（小田原市） 

4月 2日（日） 田原の里から葛葉緑地、湧水・渡来人の昔路、山野草と里の植物（秦野市） 

5月 7日（日） 常盤山緑地から深沢鎌倉古道、里山の花と新緑（鎌倉市） 

                                           （事務局 久野） 

  

file:///C:/Users/kajiura/Desktop/178号新年号/masakihisano77@yahoo.co.jp
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■鳥こい倶楽部 2023第 2回「皇居のお濠と東御苑」（案内人：松井公治） 

 皇居は歴代の天皇および皇族のお住まいです。江戸時代には徳川将軍家の

居城としていた『江戸城』があった場所で、お濠や石垣、二重橋、天守台な

ど江戸城の面影が残っています。 

 このエリアは都内ではお濠などの水辺と緑が豊かに残り、多くの野鳥が集

まるスポットになっています。今回はお濠と一般開放されている東御苑で観

察したいと思います。お濠では冬鳥であるヨシガモ（写真）などのカモ類を

中心とした水鳥が多くみられ、東御苑ではカラ類、ツグミ類など雑木林の小

鳥たちがみられます。 

 

日 時：1月 28日（土）10:00～15:00頃 

集 合：半蔵門（地下鉄半蔵門線半蔵門駅 3b出口から徒歩約 5分） 10:00 

解 散：平川門（地下鉄竹橋駅隣接） 15:00頃 

コース：半蔵門（集合）→桜田門→二重橋前→大手門→東御苑本丸休憩所（昼食）→二の丸雑木林→二の丸庭園 

    →平川門（地下鉄竹橋駅隣）解散 

参加費：500円（CONE保険・資料代含む） 

装備等：冬のハイキングの服装（雨具・防寒具含む）、お弁当、飲み物、レジャーシート、双眼鏡、スコープ 

   （お持ちの方）、野鳥図鑑、マスク等 

参加対象：JFIK会員、会員の家族・友人・知人（万一の場合、会員から連絡可能な方に限ります) 

参加申込：本番 2日前までに Eメールで鳥こい幹事 中澤(均) h-naka@k04.itscom.net まで。 

     CONE保険に加入しますので、お名前と年齢をお知らせください。 

中止判断：雨天・荒天予報、感染拡大の場合は中止します。 

     中止の場合は、前日夕方までに JFIK-MLにてお知らせします。 

感染対策：屋外ではマスク着用は任意です。 

近接しての会話が続く場面や車内・屋内では着用下さい。                 (中澤(均)記) 

 

 

 

■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：12月 3日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 46名（JFIK：6 名 地元・地域ボランティア(ファミリーを含む)：35名、横浜メダカの会：4名 

          見学者：1名）  

作業内容：●ゾーン 6 のモウソウチク間伐：午前 17 本、午後 8 本、皆伐エリア 23 本、合計 48 本を伐採 午後

からこども里山体験班が加わった。 ●久右衛門邸のユズ収穫作業・モミジの移植作業 ●こども里山体験班：

焼き芋焼き、ゲーム（ネイチャービンゴ、蛇にょろにょろ、ムクロジの実などで泡立て） ●横浜メダカの会：

側溝整備、池の除草と岸の補強、水生生物調査、名瀬川の水生生物調査 

活動報告 



JFIK会報 2023 年 1 月号 

- 9 - 

 

 

作業 2回目 

日 時：12月 11日（日）10:00～15:00 

参加者：合計 22名（JFIK：4 名 地元・地域ボランティア(ファミリーを含む)：18名） 

作業内容：●ゾーン 6でマダケの間伐、12日の里山学習のためにモウソウチクを運搬  ●こども里山体験班：

焼き芋作り、蛇にょろにょろ、ムクロジの実で石鹸作り、マダケの枝落とし、モウソウチクの運搬 

作業 3回目 

日 時：12月 12 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 12名（JFIK：7 名 地元・地域ボランティア：5名）  

作業内容：●久右衛門邸裏の竹林伐採 47 本 近藤家墓所まで完了 ●午前は品濃小 2 年の里山体験があった。 

  

こども班も加わってモウソウチク間伐 集合写真 

伐採したモウソウチクの整理 集合写真 

集合写真 マダケの間伐 
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作業 4回目  

日 時：12月 19日（月） 

参加者：合計 16名（JFIK：7 名 地元・地域ボランティア：6名 新規会員：1名 見学者：2名）  

作業内容：●竹穂垣の透けた所への竹穂の追加 8割完 ●久右衛門邸裏の坂道の柵修理 進捗は 8割程度  

●ゾーン 6のマダケ林間伐発生材の片付け 完了 

                   （福田記） 

 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて～富岡・かつての別荘地の自然と史跡を訪ねる～ 

日 時：12月 14日（水）、17日（土） 10：00～14：30 

参加者：50名（14日:28名、17日:22名） 

スタッフ：山路、田口、佐藤(淳)、昆野、菅原、広川、花田、大橋（8 名） 

コース：JR新杉田駅＝(路線バス)＝鳥見塚バス停→富岡総合公園→長昌寺→慶珊寺→ふなだまり(昼食)→富岡 

        八幡宮→持明院→経塚→富岡古道→京急富岡駅 

 

 富岡は、東は東京湾に面し、北～南は丘陵に囲まれ、かつては交通が不便な地域であったようです。しかし、

その不便さがかえって安全と言うことで、明治から大正にかけて、伊藤博文、井上馨などの多くの明治政府の高

官や、川合玉堂などの芸術家らが別荘を構えました。 

 富岡が面する東京湾は干潟が広がる遠浅の海でした。現在は、埋め立てられ、工業団地や住宅地が広がってい

ますが、1960年代までは、多くの人々が潮干狩りや海水浴等に訪れる海でした。 

 今回は、かつての別荘地、海が広がっていた富岡の景観を思い浮かべながら、旧海岸線や丘陵の古道を歩き、

富岡の史跡めぐりと植物観察を楽しみました。 

 

 常緑樹や落葉広葉樹が生い茂るみどり豊かな、面積約 22haの富岡総合公園から散策をスタートしました。 

 公園は、昭和の初め頃までは海に面する景勝地でしたが、海は埋め立てが進み、昭和 11年に開設された横浜海

軍航空隊の水上機基地として、また、昭和 17年から終戦までは飛行艇隊の基地として使用されました。 

 戦後は米軍に接収されましたが、昭和 46年に返還。昭和 50年から公園として公開されました。 

 赤い果実をたくさん付けたクロガネモチやシロダモ、黒い果実を付けたクスノキやムクノキ、山伏が付ける鈴

掛に似た果実をたくさん付けたアメリカスズカケノキ、アオキミフクレフシをたくさん付けたアオキ、ヤドリギ

等々を観察することができました。また、見晴台からは、対岸の房総半島を眺めることができました。 

 

集合写真 竹穂垣の修繕 
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 芋観音、金澤七福神の布袋尊の寺、直木三十五の墓で知られる長昌寺を訪ねました。 

 長昌寺の境内には、直木三十五の墓と、その隣に直木三十五を尊敬していた胡桃沢耕史の墓も並んでいまし

た。また、横浜市の名木古木に指定されているケヤキや樹齢 700年と言われているビャクシン、他に多くの果

実を付けたイヌマキ等を観ることができました。 

 

 富岡駅空襲（昭和 20年 6月 10日）の犠牲者の供養塔がある慶珊寺、直木三十五文学碑/住居跡を訪ねまし

た。 

 慶珊寺では、シキミ、名木古木に指定されているイチョウ（樹齢 180年）やクロマツ（樹齢 270年）を観る

ことができました。 

 直木三十五文学碑/住居跡は慶珊寺の裏山にありました。直木三十五は、昭和 8年、風光明媚なこの地を気に

入って家を建て、東京から移り住んだとのことです。当時、窓からは東京湾の海や対岸の房総半島が一望でき

たことでしょう。家は自分で設計したそうですが、玄関が無いなど、ちょっと変わった家だったそうです。 

 

 午前の最後、富岡八幡宮前の公園で、メタセコイア、ユリノキ、ラ

カンマキ等を観た後、昼食としました。12月 14日（水）は、強風の

ため、富岡八幡宮前の公園で昼食としました。12 月 17 日（土）は

予定通り、船溜まりで昼食としました。かつての海を残した船溜まり

では、オオバンなどの野鳥を観ることができました。 

 

 午後は、旧海岸線から離れ、谷戸と尾根が入り組む丘陵を歩きまし

た。 

 富岡八幡宮は、建久 2年（1191）源頼朝が、鎌倉の鬼門にあたる富岡に鬼門封じとして造営し、摂津西宮神

社の蛭子尊の分霊を勧請したのが始まりとされています。応長元年（1311）の大波から富岡を守った八幡様と

言うことで、「波除八幡」とも言われています。常緑広葉樹が中心となる富岡八幡宮社叢林は、横浜市から文化

財の指定を受けています。 

 富岡八幡宮では、サカキ、サネカズラの果実、ホソバカナワラビ等を観ることができました。 

 

 富岡八幡宮を出て、辻にお地蔵さんが置かれている古道を歩き、持明

院の経塚に向かいました。経塚は持明院の裏山の墓域にありました。筒

に入れた経文を土中に埋め、その上に塚が築かれていました。56億 7千

万年後、弥勒菩薩が現れ、民衆を救済してくれるまで経典を保存する目

的で築かれたとのことです。 

 

 経塚の見学後、古道を歩き、京急富岡駅へ向かい、駅で解散としまし

た。                          （大橋記） 

 

 

■四季の森公園「特定植物観察会～紅葉観察」 

日 時：11月 27日(日) 13：00～14：30 晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池周辺、しょうぶ園、紅葉の森 

参加者：一般 11名(うち JFIK会員 1名)、公園職員 1 名 

スタッフ：日比野、坂間、松田、嶺 

富岡八幡宮 

経塚 
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 今年度最終の特定植物観察会は、爽やかな秋晴れの下での実施となりました。北口管理事務所前で秋に葉が色

づくしくみなどを説明し、たくさんの実をつけたムラサキシキブを観察した後、はす池方面に向かいました。池

のほとりの広場では、すっかり葉を落としたケヤキ、黄色や赤褐色に色づいたケヤキ、黄葉真っ盛りのアキニレ

を観察しました。アキニレの葉の間には赤みがかった翼をもつ実が多数ついており、ケヤキの落ち葉の中には小

さな葉と実がついた小枝が見つかりました。近くには赤黒く熟した丸い実をつけたエノキもあり、木枯らしで種

を飛ばす風散布と鳥や獣に種を運んでもらう被食散布の現場を確認できました。広場近くの日当たりのよい谷間

には、よく色づいたイロハモミジがありました。イロハモミジの場合、枝の先端から基部に向かって色づきが進

みますが、この木では、その様子が緑から真紅のグラデーションで見てとれました。そばには、自生地が中部地

方の一部に限られるハナノキの雄株と雌株があります。カエデの仲間で、絶滅危惧種であること、街路樹や庭園

木としてよく利用されており中山駅への帰路でも見られること、カエデでは少数派の雌雄異株であることを確認

しました。ここでは葉が黄色く色づいており、多くが落葉していました。後ろを振り返ると、ウワミズザクラが

オレンジ色に染まっていました。 

 はす池の南東側の道では、表側が濃い赤やオレンジ

色になったヤマザクラの落ち葉、マンサクの蕾、茶色

い枯葉を多数つけたヤマコウバシなどが見られました。

日当たりのよい草原には、色づきがこの日一番で、枝

を手に取って観察できるイロハモミジがあり、ここで

カエデの仲間の特徴を学びました。葉が対生すること

を実物で、花は花弁が目立たず多くの種で同じ株に雄

性花と両性花がつくことを持参の写真で、実に翼のあ

る風散布種子であることは拾ってあった実を風に舞わ

せることで確認しました。また、「カエデ」はカエルの

手から、「モミジ」は色づくという意味の古語から、「イ

ロハ」は葉の裂片を「イ、ロ、ハ、ニ･･･」と数えたこ

とから、イロハモミジの別名のタカオモミジは京都の紅葉の名所である高雄山から名づけられたことも学びまし

た。 

 しょうぶ園から紅葉の森にかけての道では、イロハモミジのほか、オオモミジ、コハウチワカエデ、イタヤカ

エデの仲間のエンコウカエデが見られます。赤、オレンジ、黄色の紅葉を堪能し、葉の切れ込み方や鋸歯の様子

を、木を見上げたり、落ち葉を拾ったりして比較しました。地面にはすでに茶色くなったカツラの葉が芳香を残

していたほか、イロハモミジとは異なる形の翼をつけたエンコウカエデの実、黒っぽく熟したムクノキの実も落

ちていました。紅葉の森の奥は日当たりのよくない谷間で、カエデ類は多くがまだ緑葉のままでした。カエデと

よく似た翼のある実をつけるシナサワグルミを確認したところで引き返しました。帰りはしょうぶ園内の木道を

通り、今まで見てきたカエデなどの紅葉を少し離れたところから眺めました。 

 はす池の北西側の道では、開花したばかりのロウバイ、赤く熟したサンシュユの実、白い種子と、赤、紫、オ

レンジなど様々に色づいた葉をつけたナンキンハゼ、センダンの未熟な実、一部が赤く色づいたニシキギ、ほと

んど葉を落としたハナノキなどを観察しました。北口付近に戻り、配布資料にあった「紅葉色比べ」のチェック

欄をおさらいして解散しました。帰り際、お客様の一人から参加者全員にカラスウリの実が数個ずつ配られ、一

同感謝。我家では玄関の花瓶のまわりでちょっと洒落たオブジェになっています。        （日比野 記） 

 

 

  

イロハモミジを観察 

 

イロハモミジを観察イロハモミジを観察イロハモミジを

観察イロハモミジを観察る 
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■室内勉強会「SDGsプロジェクトを通して見た東南アジア ～インドネシアを中心に～」 

日 時：12月 9日(金) 19:30～21:00  

講 師：嶺義則（H25年） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者：足立（正）、荒井、角田、加納、久保、坂間、佐野（淳）、佐野（仁）、篠田、菅原、関、瀬尾、高橋（政）、

田川（裕）、羽田、日比野、福田、松井、三樹、山本（明）、吉原、吉無田、中澤（均）、佐藤（淳） 

    計 24名（敬称略） 

概要 

今回の勉強会は実にタイムリーなテーマでした。最近報道された「国連気候変動枠組条約」の第 27回締結国会

議（COP27）が終了し、「国連生物多様性条約締結国会議」（COP15）が始まったところです。 

 

あの京都議定書から 25年も経っていたのに改めて驚きました。その SDGsの 17の目標の多くにも関連していま

すが、講師が今回紹介したのは特に 14の「海の豊かさを守る」に係る実践的な取り組みです。 

勉強会は講師が仕事として参加したプロジェクトの概要とその背景から始まりました。先ずは世界の人口動態

について、主要各国の人口ピラミッドでその特徴が明確に示されます。日本やヨーロッパの国々などは少子化

が顕著ですが、世界の潮流は人口増加、いや人口爆発ともいえるトレンドを示し、あと 27年で 100億人に達す

ることが想定されています。増加の地域は主にアフリカ諸国と南アジアです。人口増加ですぐに思い浮かぶの

は食料生産や供給ができるのか？ですが、人口増は当然、若年層が増えることなので、直接的に働く場が確保

されるのか？という問題にもなります。食糧と働く場が無ければ大きな危機に直面することになります。 

さて、インドネシアはインド（来年世界一になる）中国に次いでアジ

アで 3番目に人口の多い国です。宗教ではイスラム教が人口の 85％

なので、食事からのタンパク質は鶏肉と魚介類が主になります。報

告のプロジェクトはその食糧の生産、安定供給に資する方策につい

て、その恵まれた海洋資源を生かした海面養殖を研究し、様々なデ

ータの収集、解析を行い、そこから持続可能な養殖モデルを確立す

ることです。 

インドネシアは多数の島々から構成されて、国の東西はアメリカ大

陸にも匹敵する距離があり、海岸線の長さでは世界第 3位、多くの

入り江、湾、浅瀬があり、海面養殖に適しています。かつて日本は

世界 1の水産業大国でしたが、いまや衰退の一途を辿っています。一方、世界の水産業は成長産業となってい

るようで、これもビックリです。東南アジアでの水産業と日本の関係では、エビやウナギの養殖、輸入が思い

つきます。エビではちょっと前はフライなどになるブラックタイガーが

主で、このエビはかつて粗放養殖でしたが、生産性向上や輸出拡大の為

に、近年では汽水域でプール型の池を作って飼育していました。このよ

うな閉鎖的な環境では頻繁に病気が発生し、ブラックタイガーから耐性

のあるパナメイに変えましたが、病気は止まりません。病気発生の都

度、池を放棄し、新た池を掘るといったやり方でマングローブ林を伐採

してきました。その結果として多方面での環境破壊、海洋汚染などの深

刻な問題が起きてしまいました。この問題に正面から解決策を提起し、

将来への持続可能な開発、水産業の発展と、働く場所の確保と環境との共生を図るプロジェクトです。講師は

沿岸住民の知識向上の為のオンライン教材を担当。現地の大学や高校も正式な授業の教材として活用したいと

世界の水産業生産高の推移 

現地大学での学習風景 
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の想定外の展開になり、オリエンテーションも兼ねて現地の学校で講演等をやったとのことです。ここまでで

第一部終了です。小休憩後、第二部が始まりました。 

 

 第二部は講師の「インドネシア愛」のほとばしるものでし

た。よく知られていないインドネシアという国について理解

が深まりました。注目されることの多い、宗教、自然環境、

特に活火山の活動も盛んですし、地震、津波などの自然災害

も多い国です。さらに動植物、マラリアや狂犬病について、

蚊の少ないこと・・。加えて、バリ島やロンボク島に行くた

めの航空券の手配、ホテル選び、タクシーハイヤーの移動手

段の利用方法まで・・インドネシアに行きたいと思われる方

は嶺さんへご一報してからどうぞ計画してください・・で

す。 

難しいテーマですが、肩も凝らずに楽しく聞ける勉強会でした。              （高橋(政)記） 

 

 

■山こい倶楽部第 87回「鐘ヶ嶽（かねがたけ)」 

日 時：12月 3日（土）晴 

場 所：鐘ヶ嶽  

参加者：中澤（靖)(リーダー)、久保(サブリーダー)、境、坂間、篠田、三樹、田口、田中(文)、辻、引田 

コース：厚木バスセンター～鐘ヶ嶽バス停～鐘ヶ嶽登山口～（七沢）浅間神社～鐘ヶ嶽～山ノ神峠～山神隧道～ 

    二の足林道～広沢寺温泉（解散） 

内容：バス停から林道を歩きながら釣鐘型の鐘ヶ嶽を望んで本日のピークを遠目で確認する。鐘ヶ岳登山口にあ

る鳥居下にてコース確認と準備体操をした。この鳥居は地元の七沢石から切り出されて造られている。登山道は、

登り口から鐘ヶ嶽山頂手前の浅間神社まで 28基の丁石が置かれているので、神社参道と言ってよいだろう。丁石

の下部には「講中」と刻まれており、信仰心の篤い人たちが登っていることが想像される。鐘ヶ嶽そのものが浅

間神社の御神体で、登山道入り口の看板に、祭神はオオヤマツミノミコト（大山祇命）、コノハナサクヤヒメ（木

花咲耶姫）、ホンダワケノミコト（誉田別命）の 3神と書かれていた。 

動物除けの柵の扉を抜けると咲き始めのヤブツバキのトンネルが現れる。そ

の後、朽木を拾って「しゃがれ」（ファットウッド）の観察でしばし足を止

める。倒木後に腐朽過程で最後まで残るのは枝が風を受けて一番応力がかか

る枝と幹の接合部付近だそうだ。ヤニが多く含まれ、焚き付けに使われると

か。枝と幹の接合部付近を破断して皆で重さを確認し、フィトンチットを嗅

ぎ、免疫力を高める。この登山道はセラピーロードにも指定されている。登

山道周辺の植生はシロダモが非常に

多く、雌株では実と花が同時に見られ

た。リュウキュウマメガキの大木や岩が風化過程にある通称「タマネギ」

の模様を眺め最後の 342 段の急な石段を登りきると、今回参加の JFIK の

木花咲耶姫たち 5名が歓声をあげる。浅間神社の境内で、東に向けて大眺

望が開けたのである。 

浅間神社で登山の安全を祈願して、集合写真を撮り、標高 561mの鐘ヶ嶽山

頂に向かう。下山はそれまでの参道とは違う様相となり、切れ込みや馬の

しゃがれ(ファットウッド)の観察 

現地を彩るブーゲンビリア 

集合写真（浅間神社） 
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背を慎重に進む。落ち葉の絨毯を踏みしめ、逆光に映える紅葉を眺める至福の時間が続く。

林道に出て、有名な心霊スポットらしい長さ約 200mの真っ暗な山神隧道を抜けた。「暗

いよ・狭いよ・恐いよー」と私は小さく叫んだ。トンネルを抜け 30分程で最終目的地で

ある広沢寺温泉に着き、ここで自由解散とした。 

初冬の晴天と自然、そして楽しい仲間たちに恵まれ、山行を無事に終了した。神の山、鐘

ヶ嶽に感謝。  

                           （坂間・記 篠田・写真） 

 

 

■森こい倶楽部第四十一回  

テーマ：小坪住吉城跡から逗子の海岸緑地の眺望（逗子市） 

日 時：12月 4日（日）晴 

参加者：田川(裕)、高田(茂)、皆川、戸田、佐藤(淳)、鈴木(康)、引田、吉原、石川、金子、小池、広川、久野 

    会員外 4名、合計 17名 

コース概要：JR鎌倉駅🚏→🚍→🚏飯島→内藤家墓所宝篋印塔群→小坪坂→姥ヶ谷→住吉神社（城址）→正覚寺→

六角の井→飯島小坪公園→リビエラ逗子マリーナ→海前寺→小坪寺→子之神社→小坪漁港→海浜公園（昼食）→

小坂天王社→伊勢町八幡→殿の井戸→天照大神社→披露山住宅→披露山公園→尾崎行雄碑→七曲→新宿稲荷社

→逗子海岸→逗子開成学園→東郷橋→太陽の季節記念碑→田越川富士見橋→六代御前の墓→三浦胤義遺孤碑→

延命寺→逗子駅（解散） 

概 要 

 

冬晴れの視界が広がる材木座海岸でバスを下車、大改修中の光明寺の脇から、異界ともいえる内藤家の宝篋印

塔群を眺め、歴史豊かな本日の行程が始まった。急坂を登れば、カミヤツデの大きな葉と蕾が出迎える。細い

階段を登れば、鎌倉から逗子への難所、小坪坂の峠である。鎌倉の入口は七切通が有名であるが、この小坪坂

越えは日本武尊も通った古東海道の一部とも言われる古道である。姥ヶ谷を急降下し小坪隧道脇を登り返す。

一帯にはタデ科のツルソバが群生し、白い小花と黒い果実

を同時に観察できた。小さな隧道をぬけると、明るい日差

しと海原が出迎える暖地には、スイセンが早くも咲きだし

ていた。深い森におおわれた鎌倉時代から戦国時代に戦い

が行われたという住吉城跡・住吉神社にも怪しい隧道や、

湧水の水瓶などがあり、往時をしのばせる。正覚寺を下れ

ば、鎌倉十井の一つ「六角の井」から、鎌倉時代の和賀江

島港跡を眺める。飯島小坪公園からは逗子リビエラの海が

広がり、江の島・丹沢・大山・富士山・箱根の眺望がまぶ

しく光る。埋め立て前の急峻な崖下には、首塚のある海前

寺、小坪寺、子之神社などが、漁村特有の細い路地裏など

山神隧道 
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に点在する。鎌倉幕府の将軍たちも遊覧した小坪漁港の海浜公園で昼食。カナリーヤシの実が落ちており、中

の種子は固いが軽く水に浮いて海流散布すると想像される。小坪漁港は日向・伊勢などからの移住者も多く、

各村落の鎮守を巡り、丘に上がり天照大神から小坪漁港の先に広がる相模湾、大島などのパノラマ眺望を楽し

む。日本のビバリーヒルズとも言われる、披露山庭園住宅地の瀟洒な広い庭の邸宅にはツワブキ、サザンカな

ど冬の花々が咲き誇っていた。標高 92ｍの披露山から相模湾から逗子・葉山の眺望を楽しむ。ヤブツバキなど

が鬱蒼と茂る照葉樹林の下は薄暗く、シダやノシランが群生する七曲

の急坂を下ると、横穴墓が発見された新宿稲荷神社経由、のどかな逗

子湾ビーチに出る。ウィンドサーファーで賑わう海浜を散策し、逗子

開成学園の「真白き富士の嶺」歌碑、東郷橋から、石原慎太郎の「太

陽の季節記念碑」を訪れた。富士見橋を渡り田越川沿いを歩くと、長

寿の大ケヤキに抱かれた平家最後の六代御前の墓、承久の乱で朝廷側

に味方し遺児が誅殺された三浦胤義遺孤碑、北条早雲に敗退し自決し

た延命寺三浦道香主従七武士墓など、悲しい歴史遺産に出くわす。海

岸崖の照葉樹林、史蹟・寺社の名木古木、冬の花々なども愛でなが

ら、アップダウンにもめげずに、初冬の逗子を巡った。 

                           （久野記） 

  

    CC 

https://www.sasagawa-brand.co.jp/tada/detail.php?id=1236&cid=4&cid2=7
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
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■鳥こい倶楽部 2023シーズン第 1回「相模原公園」 

日 時：12月 23日(金) 10:00～15:00 快晴 

場 所：相模原沈殿池と相模原公園 

参加者：中澤(均)：案内人、西岡、久野、足立、吉原、篠田、松井、嶺、田口、中澤(靖)、広川、引田、山路、

日比野、坂間、中澤(美)* 以上 16名(*一般) 

 

 相模大野駅バス停に集合、9:20発のバスで相模原公園へ向かいました。公園の遊具広場で現地集合の方と合流、

オリエンテーションの後、10:00 頃より観察を開始しました。 

 午前中は相模原沈殿池に移動し水鳥を観察します。この池は横浜市水道

局の沈殿処理に使われているダムで、特に冬期は多くのカモ類が観察でき

る県内でも有名な探鳥地です。当日は池の中には冬場のカモ類が一通り揃

い、他にはカンムリカイツブリやオオバンなどの水鳥も見られました。オ

シドリ（写真右）やヨシガモの華麗な羽衣やトモエガモの巴模様をスコー

プで観察、参加者から感嘆の声が上がりました。池の周りを一周しながら、

隣接する畑でセグロセキレイやタヒバリなどのセキレイの仲間が観察でき

ました。 

 このあと公園内の「せせらぎの園」に移動、池に生えるヨシ原で採餌す

るシジュウカラやカシラダカ、池にいたオカヨシガモを間近に観察しなが

ら昼食としました。 

 午後は、公園内の「花しょうぶ園」や「フランス式庭園」周辺の林で探

鳥します。冬鳥のツグミの声が聴こえ、エナガやモズの姿、カマキリの卵

塊を一心につつくシジュウカラ（写真左）などを観察しながら進みました。

雑木林のある「こもれびの径」がナラ枯れの為閉鎖されていることもあり、

鳥の数は非常に少なく感じられました。 

 グリーンハウス（温室）で休憩時間をとり、希望者は温室内の熱帯植物

を観賞しました。次に隣接する麻溝公園の「グリーンタワー」へ向かいました。高さ 38mの展望室からは、天候

に恵まれたこともあり、東京スカイツリーや横浜ランドマクータワー、丹沢山塊や奥多摩方面の山々の大パノラ

マを堪能しました。最後に「動物ふれあい広場」へ移動、バー

ドゲージ内で野生では姿を見ることが少し難しいコジュケイや

ウズラを観察しました。本日の後半は野鳥の少ない観察会にな

りましたが、ここで飼い鳥ながら何種類もの鳥を見ることがで

きました。（写真右：フランス式庭園で集合写真） 

 バードゲージ前で鳥合わせを行い、女子美大バス停からのバ

スで相模大野駅に向かい解散となりました。参加の皆様お疲れ

様でした。（中澤(美)記） 

＜本日確認できた野鳥＞ オシドリ、オカヨシガモ、ヨシガモ、

ヒドリガモ、マガモ、カルガモ、オナガガモ、トモエガモ、コガ

モ、キンクロハジロ、カイツブリ、カンムリカイツブリ、キジバ

ト、カワウ、アオサギ、ダイサギ、オオバン、イソシギ、トビ、コゲラ、モズ、ハシボソガラス、ハシブトガラ

ス、シジュウカラ、ヒヨドリ、ウグイス、エナガ、メジロ、ムクドリ、シロハラ、ツグミ、ジョウビタキ、スズ

メ、キセキレイ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、タヒバリ、アオジ、カシラダカ 以上 39種 

  

オシドリ 

シジュウカラ 

フランス式庭園で集合写真 
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書 名：NATIONAL GEOGRAPHIC 

    ①2022年 5月号「未来に残す世界の森林」 

    ②2022年 10月号「何を考えているの？」 

出版社：日経ナショナル ジオグラフィック社 

価 格：①1,280円（税込み） ②1,210円（税込み） 

内 容： 

①「未来に残す世界の森林」 

・特製付録として A4紙約 8枚分の大きさの図がついている。表は「消える世界の森林」、裏は「熱帯雨林のバ 

 ランス」。主な地域の状況が一目で分かる。 

・例えば、ロシアは手つかずの森林が最も失われた国。脅威となっているのはインフラ整備と火災。中国は伐 

 採禁止の法律と植林により世界最大規模で森林再生が進められている。アマゾン流域は熱帯雨林が農地や放 

 牧地に転換され森林破壊の世界的な中心地に。 

・ちなみに世界の森林面積は 40億ヘクタール、樹木の総数は 3兆本といわれている。過去 1万年間に地球の森 

 林面積の 3分の 1が失われたが、そのうち半分は 1900年以降に消失した。 

・森林破壊という、知っているようで知らないタイムリーでグローバルな情報を分かりやすく伝えてくれる。 

 

②「何を考えているの？」 

・共感や不満を抱くのは人間だけではない。多くの動物にも複雑な感情があることが分かってきた。カラス、 

 タコ、カラス、クジラ、イヌ、サルなど。 

・ある動物行動学者は「多くの動物には人間と同じくらい複雑な心の動きがある。違うのは、人間は感情を言 

 葉で表現できること。自分の気持ちについて話せること」。そして「人間以外の動物にも感情がある、昆虫に 

 も感情があるということになれば、動物も倫理的に扱うべき存在となります」という。 

・論争の絶えないテーマだが、現状の研究がここまで進んでいることを初めて知った。       （狛） 

 

 

 

 

 

  

月刊ブックレビュー 
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会員異動 

＜12月度の会員異動＞ 

12月26日現在  会員数158名 

 

月例会がweb会議で開催されました 

日 時：12月26日（月）19：30～21：00 

場 所：ZOOM 利用のリモートミーティング 

出席者：理事14名、監事1名、会員5名 計20名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 

 

新規合格者歓迎会開催のお知らせ 

会報本文でもお知らせしたとおりです。 

日 時：令和 5年 1月 21日（土） 

場 所：泉の森、自然観察センター「しらかしのいえ」 

午前中にオリエンテーション、午後に自然観察会の予定。懇親会は行いません。 

 

第 8 回（令和 5 年度）通常総会開催案内  

NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会「第 8 回通常総会」を下記により開催しますので、ご出席のほど   

お願い申し上げます。 

出欠届、委任状の提出については、別途ご案内申し上げます。 

１．開催日時 

 2023 年 2月 18日（土）13:30～15:00 (13:00より受付) （ZOOMによるオインライン中継を予定しています） 

 

２．開催場所 

 場所：泉の森「しらかしのいえ」１階 多目的ルーム 

 住所：大和市上草柳 1728番地  電話：046-264-6633（自然観察センター） 

   アクセス：相鉄線 相模大塚駅北口から徒歩 15分 または 

       小田急線、相鉄線 大和駅から 徒歩約 25分 

  https://www.yamato-zaidan.or.jp/shirakashi/access 

 

３．議題 

 第 1号議案 第 8期（令和４年度）事業報告及び決算 

 第 2号議案 第 9期（令和５年度）事業計画及び予算 

 その他報告事項等 

 

４．オインライン中継について 

 総会の模様は ZOOMによるオインライン中継でご覧いただけます。 

 オンライン参加の場合は質問や意見など発言は可能ですが、 

 通信状況などが不確定な為、議案の採決には参加出来ません。 

掲 示 板 

https://www.yamato-zaidan.or.jp/shirakashi/access
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 事前に委任状を提出下さい。 

会費納入のお願い 

令和 5年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000円、郵送会員 4,000円  

納入期日：令和 5年 2月末日 

■振込先 横浜銀行 戸塚支店（359）  口座番号：普通預金 6174917 

 名 義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

    （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行のATM か

ら振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

※【お願い】全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡下さい。 

メール：amelieamelie92@gmail.com 
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いやー寒いですねぇ。年末だって

言うのにまたぞろコロナが暴れ

て困りました。コロナに負けずイ

ンフルエンザにも負けず、頑張り

ましょう（かじうら） 

編集後記 

 昨年末にしめ飾りを作りました。 

１年に一回しかやらないので、藁の

綯い方、毎回確実に忘れてます・・・

(松山) 
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